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二
〇
二
五
年
六
月
十
八
日
、
横
浜

港
運
会
館
の
大
会
議
室
に
お
い
て
第

七
〇
回
通
常
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
関
東
運
輸
局
、
横
浜

市
の
方
々
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

議
事
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

議
案
と
し
て
審
議
さ
れ
た
二
〇
二

四
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
、
公
益

目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
、
二
〇

二
五
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
、
役

員
の
改
選
の
四
点
に
つ
い
て
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
横
浜
港
で
物
流
を
守

り
働
き
続
け
る
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
、
食
堂
、
給
食
（
弁
当
）、

売
店
、
住
宅
、
会
議
室
等
の
管
理
運

営
等
各
種
事
業
を
引
き
続
き
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

主
な
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

食
堂
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
朝

定
食
や
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
な
ど
の
メ

ニ
ュ
ー
の
充
実
や
提
供
方
法
の
改
善

に
注
力
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
給
食
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
ふ
頭
へ
の
確
実
な
配
達
に
努

め
、
売
店
事
業
で
は
、
販
売
商
品
の

充
実
を
図
り
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

　

住
宅
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

牧
ポ
ー
ト
ハ
イ
ツ
の
小
世
帯
住
宅
の

洋
室
化
工
事
を
継
続
し
て
行
い
ま
し

た
。
そ
の
他
、
外
壁
塗
装
、
排
水
設

備
改
修
な
ど
計
画
的
に
修
繕
を
実
施

し
、
建
物
の
保
全
や
設
備
の
改
善
に

努
め
ま
し
た
。

　

本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
横
浜
港

の
発
展
に
適
応
し
な
が
ら
、
横
浜
港

で
働
く
方
々
に
安
心
し
て
快
適
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
役
員
の
改
選
期

に
つ
き
役
員
の
選
任
を
行
い
、
各
団

体
か
ら
の
推
薦
に
基
づ
い
て
、
新
た

に
四
名
の
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
専
務
理
事
〉	

小
林　

仁

〈
常
任
理
事
〉	

中
村　

直
樹

〈
監　
　

事
〉	

飯
島　

雄
一
郎

	

田
中　

由
香
志

　

二
〇
二
五
年
五
月
七
日
（
水
）
よ

り
、波
止
場
食
堂
Ｙ
―
Ｃ
Ｃ
店
で
は
、

一
階
客
席
部
分
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
い
た
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
横

浜
港
流
通
セ
ン
タ
ー
の
開
業
三
〇
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
株
式

会
社
横
浜
港
国
際
流
通
セ
ン
タ
ー
様

に
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
客
席
レ
イ
ア
ウ
ト

の
変
更
、
壁
の
塗
り
替
え
で
す
。

　

テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
は
、
白
を
基
調

と
し
、
青
を
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
と

し
た
も
の
に
変
更
し
ま
し
た
。
テ
ー

ブ
ル
配
置
も
見
直
し
を
行
い
、
従
来

の
四
人
用
・
六
人
用
の
テ
ー
ブ
ル
に

加
え
て
、
広
め
の
テ
ー
ブ
ル
も
設
置

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
混
雑
時
も
一
人
の
お
客

様
が
気
兼
ね
な
く
お
食
事
い
た
だ
け

る
よ
う
に
カ
ウ
ン
タ
ー
席
を
設
置
し

て
お
り
、
多
様
な
食
事
ス
タ
イ
ル
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

壁
に
つ
い
て
は
、
腰
壁
ま
で
を
明

る
い
青
で
塗
り
替
え
、
テ
ー
ブ
ル
や

椅
子
と
統
一
感
の
あ
る
配
色
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
入
口
付
近
に
は
植
栽
を
配

置
し
穏
や
か
な
雰
囲
気
を
演
出
し
て

お
り
ま
す
。
廊
下
側
の
カ
ウ
ン
タ
ー

席
前
の
ガ
ラ
ス
面
に
は
港
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
貼
り
、
視
線
を

気
に
せ
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
お
食
事
を

楽
し
め
る
空
間
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、

お
客
様
か
ら
店
内
が
明
る
く
な
っ
た

と
の
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

暑
さ
が
続
く
夏
、
昼
食
の
メ

ニ
ュ
ー
が
思
い
浮
か
ば
な
い
時
に

は
、
夏
バ
テ
防
止
に
素
早
く
栄
養
補

給
が
可
能
で
、
視
覚
か
ら
も
涼
を
楽

し
め
る
冷
や
し
麺
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

波
止
場
食
堂
各
店
で
は
、
毎
年
厳

し
い
暑
さ
の
中
で
働
く
皆
様
に
魅
力

的
な
夏
季
期
間
限
定
冷
や
し
麺
を

セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
し
て

お
り
ま
す
。
七
月
に
は
「
冷
や
し
肉

そ
ば
」、八
月
に
は
「
冷
や
し
中
華
」、

九
月
に
は
「
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
麺
」
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

麺
セ
ッ
ト
は
月
替
わ
り
で
ミ
ニ
カ

レ
ー
ま
た
は
ミ
ニ
チ
ャ
ー
ハ
ン
と

セ
ッ
ト
で
八
三
〇
円
に
て
提
供
い
た

し
ま
す
。

2025年度予算のあらまし� （単位：万円）

科目 決算額

事
業
活
動
収
支
の
部

事業活動収入

会費収入 1,312

港湾福利分担金収入 24,000

施設整備助成金収入 11,150

事業収入 145,883

雑収入 6,007

事業活動収入計 188,352

事業活動支出

事業費支出 197,080

管理費支出 6,528

　　事業活動支出計 203,608

　　事業活動収支差額 △ 15,256

投
資
活
動
収
支
の
部

投資活動収入

投資活動収入計 35,000

投資活動支出

固定資産取得支出 15,320

住宅整備等特定預金支出 120

　　投資活動収入計 15,440

　　投資活動支出計 19,560

予備費 300

当期収支差額 4,004

前期繰越収支差額 61,197

次期繰越収支差額 65,201

2024年度決算のあらまし�（単位：万円）

科目 決算額

事
業
活
動
収
支
の
部

事業活動収入

会費収入 1,312

港湾福利分担金収入 23,098

施設整備助成金収入 12,795

事業収入 145,220

雑収入 6,976

事業活動収入計 189,401

事業活動支出

事業費支出 166,992

管理費支出 6,743

　　事業活動支出計 173,735

　　事業活動収支差額 15,666

投
資
活
動
収
支
の
部

投資活動収入

投資活動収入計 500

投資活動支出

固定資産取得支出 9,134

コンビニ保証金支出 107

退職積立預金支出 120

　　投資活動支出計 9,361

　　投資活動収支差額 △ 8,861

予備費

当期収支差額 6,805

前期繰越収支差額 54,392

次期繰越収支差額 61,197

役員名簿
役職 氏名

会長 藤木　幸太

副会長
藤木　幸三 飯泉　勝也

田留　　晏

専務理事 小林　　仁

常務理事 岩崎　広幸

常任理事
（以下50音順）

飯塚　利信 石井　卓也

上中　康司 串田　素宏

黒澤　芳徳 笹田　照近

新保　康裕 徳里　則之

徳橋　三郎 中村　直樹

原田　龍次郎 日高　　努

藤木　幸吉 峯　　茂樹

山下　　晃

理事

荒井　一美 石川　敬一郎

酒井　裕介 坂田　　薫

佐藤　　彰 竹内　紀充

冨田　和孝 中山　博達

堀内　秀紀 森　　健二

渡邉　直人

監事
飯島　雄一郎 井上　　敦

田中　由香志

（敬称略）

リニューアルしたY-CC店

通常総会

ジャージャー麺

●
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〇
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Ｃ
Ｃ
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ニ
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ニ
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ニ
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夏
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限
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挨拶をする藤木会長

第
七
〇
回
通
常
総
会
開
催

六
月
十
八
日
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第81回
「百日咳」
について

本牧港湾診療所
内藤 広太郎先生

　

二
〇
二
五
年
六
月
二
日
（
月
）
に
、

象
の
鼻
パ
ー
ク
内
に
あ
る
「
横
浜
港

港
湾
労
働
者
供
養
塔
」
前
を
会
場
と

し
て
、
当
協
会
と
横
浜
港
運
協
会
の

共
催
に
よ
り
、
横
浜
港
港
湾
労
働
者

供
養
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
「
横
浜
港
港
湾
労
働
者
供
養
塔
」

は
、
一
九
七
四
年
に
神
奈
川
県
・
横

浜
市
・
港
湾
業
界
・
当
協
会
に
よ
り

山
下
ふ
頭
に
建
立
さ
れ
、
ミ
ナ
ト
で

の
仕
事
に
生
涯
を
捧
げ
、
横
浜
港
発

展
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
方
々
の
御

霊
を
慰
め
る
た
め
に
、
霊
前
祭
を
毎

年
春
に
執
り
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

横
浜
開
港
一
五
〇
周
年
を
迎
え
た

二
〇
〇
九
年
に
は
、「
横
浜
港
港
湾

労
働
者
供
養
塔
」
は
横
浜
港
発
祥
の

地
で
あ
る
象
の
鼻
パ
ー
ク
へ
移
設
さ

れ
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

移
設
さ
れ
た
後
は
、
毎
年
、
横
浜

開
港
記
念
日
が
あ
る
六
月
に
、
横
浜

港
港
湾
労
働
者
供
養
祭
と
し
て
執
り

行
わ
れ
、
多
く
の
方
々
に
供
養
塔
に

献
花
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
供
養
祭
は
過
ご
し
や
す
い

気
候
と
な
り
、
官
公
庁
、
港
湾
関
係

者
、
三
五
〇
名
の
方
々
に
参
列
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
十
一
時
に
開
式
し
、

黙
祷
か
ら
始
ま
り
、
藤
木
会
長
が
挨

拶
を
述
べ
た
後
、
感
謝
と
敬
意
を
込

め
供
養
塔
に
花
環
を
捧
げ
ま
し
た
。

続
い
て
参
列
者
の
皆
様
が
献
花
を

し
、
横
浜
港
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共

に
、
こ
れ
か
ら
の
横
浜
港
の
更
な
る

発
展
と
安
全
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。

横
浜
港
港
湾
労
働
者
供
養
祭

会長挨拶

　

最
近
ニ
ュ
ー
ス
で
み
か
け
た
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
感
染
者
が
増

え
て
い
る
百
日
咳
に
つ
い
て
お
伝
え

し
ま
す
。
百
日
咳
は
百
日
咳
菌
を
原

因
と
す
る
、
け
い
れ
ん
性
の
長
引
く

咳
を
特
徴
と
す
る
感
染
症
で
す
。
感

染
経
路
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型

コ
ロ
ナ
と
同
様
に
飛
沫
感
染
と
接
触

感
染
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
感
染
力

が
強
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
カ
タ
ル
期
」
と
呼
ば
れ
る
初
期
の

症
状
は
鼻
水
、
の
ど
の
痛
み
、
軽
い

咳
な
ど
で
、
い
わ
ゆ
る
“
風
邪
”
と

区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
続
い

て
、「
痙け
い
が
い
き

咳
期
」
と
呼
ば
れ
る
、
特

徴
的
な
激
し
い
咳
や
ヒ
ュ
ー
っ
と
い

う
呼
吸
音
が
み
ら
れ
る
時
期
が
数
週

間
ほ
ど
続
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、「
回
復
期
」
に
な
り
ま
す
が
、

軽
い
咳
が
続
く
こ
と
が
多
く
、
全
経

過
で
二
〜
三
ヶ
月
か
か
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
乳
児
が
感
染
す
る
と
重
症

化
し
や
す
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す

が
、
成
人
で
は
重
症
化
す
る
こ
と
は

稀
で
、
典
型
的
な
症
状
は
み
ら
れ
ず

軽
症
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
場
合
も
多

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
流
行
に
対

す
る
感
染
対
策
強
化
の
影
響
か
、
全

世
界
的
に
も
国
内
で
も
二
〇
二
〇
年

か
ら
二
〇
二
二
年
に
か
け
て
報
告
数

が
減
少
し
て
お
り
、
国
内
で
は
二
〇

二
二
年
は
わ
ず
か
に
四
九
四
例
の
み

の
報
告
で
し
た
が
、
二
〇
二
四
年
は

四
〇
五
四
例
、
二
〇
二
五
年
も
四
月

中
旬
の
時
点
で
す
で
に
七
〇
〇
〇
例

を
超
え
る
報
告
が
あ
り
大
幅
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
他
の
感
染
症

と
比
較
す
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
新
型
コ
ロ
ナ
は
数
百
万
人
〜
一
千

万
人
程
度
の
感
染
者
が
出
ま
す
の

で
、
規
模
は
全
く
違
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
百
日
咳
の
診
断
方
法

で
は
、
結
果
が
判
明
す
る
ま
で
数
日

を
要
し
、
設
備
的
に
も
ど
こ
で
も
可

能
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
最
近
に
な
り
一
五
分
で
判
定

可
能
な
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
が
使
用
可

能
と
な
り
簡
便
に
検
査
を
行
な
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
精
度
の

問
題
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
診
断
を
確

定
さ
せ
る
の
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
百
日
咳
の
治
療
の
第
一
選

択
薬
は
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
抗
菌
薬
で

す
が
、
初
期
の
う
ち
で
な
い
と
効
果

が
限
定
的
で
あ
っ
た
り
、
耐
性
菌
の

出
現
の
報
告
も
あ
り
、
必
ず
し
も
有

効
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
ワ

ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、
ワ
ク
チ
ン

の
効
果
は
五
〜
一
〇
年
ほ
ど
で
減
弱

す
る
た
め
、
成
人
で
も
追
加
で
予
防

接
種
を
受
け
る
と
い
う
の
も
選
択
肢

と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て

も
、
今
後
も
百
日
咳
の
動
向
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

当
協
会
で
管
理
運
営
し
て
お
り
ま

す
港
湾
住
宅
の
契
約
・
解
約
等
の
各

手
続
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
企
業

様
か
ら
の
所
定
の
書
類
の
提
出
に
よ

り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
二
五
年
四
月
一
日
よ
り
、
各

手
続
き
を
行
う
際
に
、
ご
提
出
い
た

だ
く
書
類
を
一
部
変
更
し
、
会
員
企

業
様
の
ご
負
担
が
少
な
い
内
容
へ
変

更
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
変
更
し
た
書
式
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能

で
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

横
浜
港
湾
福
利
厚
生
協
会

管
理
部
管
理
課

☎︎
〇
四
五
―
六
八
一
―
六
七
五
二

港
湾
住
宅
の
契
約
・
解
約
等

手
続
き
に
つ
い
て

花輪奉納

六
月
二
日
　
象
の
鼻
パ
ー
ク
に
て
開
催

六
月
二
日
　
象
の
鼻
パ
ー
ク
に
て
開
催

契
約
保
養
施
設
の
紹
介

契
約
保
養
施
設
の
紹
介

休
暇
村

休
暇
村

　

休
暇
村
は
、
日
本
の
景
色
を
代
表

す
る
国
立
公
園
・
国
定
公
園
な
ど
全

国
三
十
五
か
所
に
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
で
す
。
湖
、
山
、
海
の
雄
大
な

自
然
が
広
が
る
場
所
で
、
く
つ
ろ
ぎ

の
お
部
屋
や
新
鮮
な
地
元
食
材
を

使
っ
た
料
理
、
の
ん
び
り
浸
か
れ
る

温
泉
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

二
〇
二
五
年
、
続
々
と
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
中
！

　

瀬
戸
大
橋
や
瀬
戸
内
海
の
島
々
が

織
り
な
す
多
島
美
、
海
と
空
、
夕
陽

が
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
サ
ン

セ
ッ
ト
ビ
ュ
ー
に
、
讃
岐
平
野
の
夜

景
が
楽
し
め
る
休
暇
村
讃
岐
五
色
台

で
は
、三
月
に
、約
四
〇
〇
㎡
の
広
々

と
し
た
「
水
鏡
の
テ
ラ
ス
」、
露
天

風
呂
と
内
湯
合
わ
せ
て
全
長
約
十
五

ｍ
の
瀬
戸
内
天
空
の
絶
景
風
呂
が
誕

生
。
ま
た
、
五
月
に
は
一
〇
〇
㎡
の

「
プ
レ
ミ
ア
ム
和
洋
室 

瀬
戸
内
テ
ラ

ス
」
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
瀬
戸

内
の
眺
望
を
存
分
に
堪
能
で
き
る
空

間
が
揃
っ
た
新
し
い
休
暇
村
讃
岐
五

色
台
で
、
特
別
な
ひ
と
と
き
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
る
と
、
辺
り
一
面

を
雲
海
が
覆
い
、
雲
海
の
合
間
か
ら

昇
る
朝
陽
は
息
を
の
む
ほ
ど
美
し

く
、
思
わ
ず
た
め
息
が
で
る
ほ
ど
。

そ
ん
な
休
暇
村
岩
手
網
張
温
泉
で

は
、
岩
手
の
名
峰
と
雲
海
を
一
望
し

な
が
ら
岩
手
の
山
海
の
幸
を
味
わ
え

る「
テ
ラ
ス
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
岩
手
山
」

が
七
月
七
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

千
三
百
年
の
歴
史
を
も
つ
網
張
温
泉

と
美
味
し
い
食
事
で
、
こ
こ
に
し
か

な
い
特
別
な
時
間
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

　

か
つ
て
御み
け
つ
く
に

食
国
で
も
あ
っ
た
食
材

の
宝
庫
「
淡
路
島
」
に
あ
る
休
暇
村

南
淡
路
で
は
、
土
地
の
恵
み
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
四
季
折
々
の
お
料
理

で
も
て
な
す
ダ
イ
ニ
ン
グ
を
七
月
十

二
日
に
フ
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

ま
た
七
月
十
九
日
に
は
露
天
風
呂
や

テ
ラ
ス
付
き
の
お
部
屋
を
は
じ
め
、

合
計
十
四
部
屋
の
和
洋
室
が
最
上
階

に
オ
ー
プ
ン
し
、
新
た
な
魅
力
が
加

わ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、是
非
、生
ま
れ
変
わ
っ

た
休
暇
村
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

南淡路外観

讃岐五色台大浴場

讃岐五色台テラス
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